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○ 変化する２つの数量を表
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実践者：美里町立中埣小学校 佐藤静香
 
 要 

 
ｅ－黒板の活用 マルチＰＪカメラの活用   

 考え方の発表 課題把握 
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１ 本時の問題と課題をつ

かむ。 
 
２ ひごの本数を求める。 
 
３ マルチＰＪカメラで各

自の考えをｅ－黒板にう

つして，発表する。 
 
４ 適用問題をする。 
 
５ 本時のまとめをする。 

 

※ ｅ－黒板に何本かのひごを並べ

た問題場面をうつし，場面に関心を

もたせる。 
※ どの方法でも答えは３１本にな

ることを確認する。 

※ 多様な考えを認めながらも，表の

有用性に気付かせ，活用を図るよう

にする。 

 
※ 実際に数えると大変なので，式を

利用して逆算するとよいことに気

付かせる。 

指導上の留意点 学習活動

本時の学習（４５分） 

 
 
学 習 活 動 
○ 変化する２つの数量を表に表すことを通して，数量関係や規則性

を見付ける能力を高める。 

・ ４本の棒で正方形を作り，それを横に並べていくとき，21 本

の棒では，正方形は何個できるか考える。 

・ 表をかいて２つの数量の規則性を見付ける。 

・ 正三角形の練習問題をする。 
 
学習活動における具体の評価規準 

・ ２つの数量の変化のしかたについて，対応する数値を表に表す

などして問題を解決しようとしている。（関心・意欲・態度） 

・ 対応する数値を表した表から対応の規則性を論理的に考えてい

る。（数学的な考え方） 

単元計画（1時間扱い） 

・ 課題把握を苦手とする児童が，視覚的に捉えやすくために，問

題場面をあらかじめ数え棒を並べた写真で提示する。 

・ 考え方を発表する場面で，時間を有効活用するために，マルチ

ＰＪカメラでノートを撮影し，ｅ－黒板に写して発表させる。 
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    ２ 実践のポイント！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 問題文を読むだけでは，どのようなことを問われ

ているのか，どのように解決していけばよいのかを

思い浮かべることが苦手な児童が多い。そこで，実

物を並べてみせる，図にかいて見せるといった手だ

てを，あらかじめ画像として保存しておき，提示す

る。 

課題把握を視覚的に  
 
 ｅ－黒板に写すことによって，子ども達の意識を

集中させることができる。また，ペンで様々な色で

書き込みができるので，重要なところを捉えさせる

ことができる。 
 

集中力を高める 

  

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 発表場面では，早く終わった児童に，大きな紙や

黒板に直接考え方を書き写させることが一般的だ

が，それが終わるまで待たなくてはならない。うま

く書き写せないことがあると，時間のロスにつなが

り，発表結果を練り合うことができなくなる。そこ

で，ノートをそのままマルチＰＪカメラで撮影し，

ｅ－黒板に写すことによって，時間を短縮し，より，

児童の考えを深めることに使っていくことができ

る。 

ノートをそのまま活用  
 
 途中で，問題場面を確認したくなったり，解き方

をもう一度見たくなったときに，簡単な操作で前に

出した画面に戻ることができるので，何度も確認す

ることができる。また，一度書き込んだことも，そ

のまま残しておくことができる。 
 また，学習の最後で，今日の振り返りをするとき

にもその機能を活用できる。 

振り返り 

 

 

３ 子どもたちは？ 

○子どもの姿 

 ｅ－黒板は，算数に限らず，多くの教科で必要に応じて活用している。画像や文字情報を一度に見ること

ができ，集中して取り組む姿勢が見られる。また，自分の考えをそのまま全員に見せることができることも，

子ども達にとっては，励みになり，学習意欲が高まるようである。 

 

 

 

 

 

 

 

    

○子どもの声 

・ いろいろな人の考え方を見ることができて，勉強になる。 

・ 自分の字を，もっと見やすく書かなくてはと思う。  

 

 


